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丸徳グループ各社従業員の皆様
毎日の業務、ご苦労様です。

今月の記載内容は・・・

・台風・大雨時運転の危険！

・エコドライブのすすめ！

・秋の全国交通安全運動について

・愛知県警からのリーフレット

・危険予知トレーニング〔前回の解答例〕

・今月の危険予知トレーニング

2023年8月



台風・大雨時の
クルマに関する注意点

●台風や大雨の危険が近づいているというニュースや気象
情報を見聞きしたら、アンダーパスや川沿い、海岸沿い、
急傾斜地など、危険な場所には近づかないようにしま
しょう。危険を感じたり、市区町村からの避難勧告等が
あった場合は、あわてずすみやかに避難しましょう

https://disaportal.gsi.go.jp/

◇ハザードマップで危険箇所を確認

・国土交通省ハザードマップポータルサイト

日頃から、市区町村が作成して
いる「ハザードマップ」を活用
して、危険箇所を確認しておき
ましょう。

あらかじめ知っておくことで、
早めに避難行動をとったり、危
険を回避して移動したりするこ
とができます。



◇冠水路での自動車走行テスト

浸水深が大きくなると、自動車
の走行に支障をきたし、避難行
動が困難になります。
水位が上がり始める前に避難す
ることが重要です

◇車が水没してしまった場合

①外の水位との差が小さくなったときが脱出のタイミング
です。圧力の差が縮まるためドアにかかる水圧も小さく
なるので、ドアが開けやすくなります

②ドアが開きそうな状態であると感じたら、大きく息を吸い込
み足など力を込めて押し開けます。
落ち着いて脱出の機会をうかがいながら、そのタイミングを
逃さず、一気に脱出をはかりましょう。

◎事前の準備と、落ち着いた対応を心がけましょう





安全にもつながり、地球にもお財布にもやさしいエコドライブ。

いつもの運転を少し変えて、交通事故をみんなで減らしましょ
う！！









毎号、危険予知トレーニングのイラストや写真を掲載します。
運転者として、又は同乗者として潜む危険を見つけて下さい。

前回解答例



回答例は次回の車両分科会だよりに掲載します。

毎号、危険予知トレーニングのイラストや写真を掲載します。
運転者として、又は同乗者として潜む危険を見つけて下さい。


